
◀◀◀保健だより

霧島市携帯サイト
　　月 の
お も な
イベント

6

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表 エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間

　

県
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検

査
の
浸
透
・
普
及
を
図
る
目
的
で
、

利
用
者
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
配
慮
し
た
検
査
・
相
談
体
制

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
６
月

１
日（
火
）～
７
日（
月
）は「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」で
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
次
の
日
程
で
平
日

夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

◦�

日
時
＝
６
月
３
日（
木
）午
後

５
時
～
７
時

◦�

場
所
＝
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興

局（
姶
良
保
健
所
）

◦�

予
約
方
法
＝
電
話（
当
日
午
後

　

５
時
ま
で
に
要
予
約
）

◦�

そ
の
他
＝
匿
名
検
査
、
検
査
料

無
料

※�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め　

個
室
対
応
で
す
。

◎�

予
約・問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
・

伊
佐
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環

境
部
☎（
44
）７
９
５
６

お
詫
び
と
訂
正

５
月
11
日
に
自
治
会
発
送
し
ま

し
た
自
殺
防
止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

【
表
題
】「
自
殺
」
は
決
し
て
一
人

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

◦
修
正
内
容

�

鹿
児
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
問
い
合
わ
せ
先

（
誤
）�

☎
０
９
９
５
（
２
５
５
）

０
６
１
７

（
正
）�

☎
０
９
９
（
２
５
５
）

０
６
１
７

◎日曜・祝日薬局日程表 姶良郡薬剤師会

姶良郡薬剤師会　☎（64）2239 ／ＦＡＸ（43）3299	

※原則として往診はしません。
※都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
※内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
※眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

月　日 曜日 地　区 病　院　名 診　療　科　目 電　話

６月 6日 日

国 分 とくしげ耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 ４６−８１３３

国 分 三輪クリニック 内科 ７３−３１３８

溝 辺 徳永医院 内皮膚小児科 ５８−２３０２

姶 良 市 荒武整形外科クリニック 整形外科 ６４−５１１１

湧 水 町 林内科医院 内科小児科 ７５−２０４７

姶 良 市 田中眼科医院 眼科 ６５−３９８６

姶 良 市 こどもクリニック山崎 小児科 ６５−１３５０

６月13日 日

国 分 青葉クリニック 内科外科 ６４−０６４６

隼 人 ひなたやま整形外科 整形外科 ４４−８１１８

姶 良 市 松下亮治内科 内科循環器科 ６２−００８４

姶 良 市 原田内科 内科 ５２−００２３

横 川 伊東内科クリニック 内消呼吸器科 ７２−９０８８

国 分 渡辺眼科クリニック 眼科 ４５−６８８８

国 分 たちくら小児科 小児科 ４７−１２１１

６月20日 日

国 分 清水整形外科 整形外科 ４７−３９３９

隼 人 たぐち内科医院 内科 ４２−０３２０

姶 良 市 徳重クリニック 内科耳鼻咽喉科 ６２−２６７２

姶 良 市 前田皮膚科 皮膚科 ６５−１０１５

湧 水 町 田代医院 内科循環器科 ７４−２０７５

国 分 いぢち眼科 眼科 ４７−３６１８

隼 人 かわの小児科 小児科 ４２−８８６６

６月27日 日

国 分 むろ内科 内科小児科 ４６−６６１１

隼 人 酒匂クリニック 整形外科 ４３−８６６０

姶 良 市 おばた泌尿器科・ひふ科 泌尿器皮膚科 ６２−７１００

姶 良 市 クオラリハビリテーション病院あいら 整形外科 ６５−７５７５

牧 園 大庭医院 内科小児科 ７６−１９８４

隼 人 隼人福島眼科 眼科 ６４−２９４０

姶 良 市 すこやかクリニック 小児科 ６２−０３０８

月　日 曜日 　地　区 薬　　　局　　　名 電　話

6月 6日 日
国 分 グリーン薬局 ４６−６８８６

国 分 フタヤ薬局国分店 ４８−８４８４

6月13日 日
隼 人 はーぶ薬局 ４３−０４２４

国 分 霧島市民薬局中央 ４７−１８５５

6月20日 日 国 分 みなと調剤薬局 ４７−２０６２

6月27日 日

隼 人 あもりがわ薬局 ４４−９２１１

牧 園 寺脇薬局 ７６−２００８

隼 人 ひなた調剤薬局 ４２−８７０４

隼 人 とざか薬局隼人店 ６４−２２７０

一苗一苗丁寧に手植え（昨年の様子）

「狭名田の長田」は、日本最古の水田跡といわれ
ています。霧島神宮に祭られているニニギノミ
コトの御

み

子
こ

ヒコホホデミノミコトがお生まれ
になったとき、この田でとれた新米で甘酒を作
り、飯を炊いて祝われました。

当日はすげ笠にたすきがけ姿の早
さ

男
おとこ

、早
さ

乙
おと

女
め

が
豊作を祈って手植えをします。
●日時＝６月６日（日）午前10時～
●場所＝霧島田口狭名田地区
◎問い合わせ先＝	霧島神宮	☎（57）0001

お知らせ版
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狭
さ

名
な

田
だ

の長
おさ

田
だ

６日〜15日 春の全国交通安全運動／「スローガン：もう一度		よく見て渡ろう		手を上げて」
◎問い合わせ先＝安心安全課交通防犯グループ	☎（64）0997

11日 霧島連山夏山開き／午前10時から／高千穂河原古
ふる

宮
みや

址
あと

◎問い合わせ先＝湧水町役場商工観光課	☎（74）3111

22日 国分基地特攻隊員戦没者慰霊祭／午前11時から／特攻碑公園（国分地区）

国分基地特攻隊員戦没者慰霊の集い／午後２時30分から／上床公園（溝辺地区）
◎問い合わせ先＝総務課総務研修グループ	☎（64）0915

10日 斎田御田植祭／時間：午前９時～／場所：霧島神宮
◎問い合わせ先＝霧島神宮	☎（57）0001

13日 文化協会国分支部チャリティーショー／時間：午後１時～／場所：霧島市民会館
◎問い合わせ先＝文化振興課	☎（42）1119

20日 鹿児島神宮御田植祭／時間：午前11時～／場所：鹿児島神宮
◎問い合わせ先＝鹿児島神宮	☎（42）0020
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manifesto

■
部
長　
平
野　

貴
志

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

市
民
の
窓
口
で
あ
る
こ
と
を

心
が
け
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
に
誠
意
を
も
っ
て
努
め

ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦�

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対

策
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

◦�

河
川
・
海
の
水
質
浄
化
を
図
る

た
め
、
対
象
地
域
の
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
を
推
進
し
ま

す
。

◦���

家
庭
系
生
ご
み
分
別
を
モ
デ
ル

的
に
実
施
・
検
証
し
、
循
環
型

社
会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

◦���

地
元
の
方
々
と
情
報
を
共
有

し
、
一
般
廃
棄
物
管
理
型
最
終

処
分
場
の
立
地
可
能
性
調
査
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
部
長　
宮
本　

順
子

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�「
霧
島
市
で
、
健
康
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
住

み
た
い
、
子
育
て
を
し
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

健
康
・
福
祉
・
子
育
て
・
医

療
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め

ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦���

地
域
で
取
り
組
む
、
健
康
生
き

が
い
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

◦���

子
ど
も
手
当
の
支
給
や
、
家
庭

児
童
相
談
室
の
相
談
員
の
増
員

な
ど
、
子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

◦���

24
時
間
対
応
の
緊
急
通
報
体
制

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

◦��

地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
ま
す
。

部
長・総
合
支
所
長
の

経
営
方
針
２
０
１
０

部
長
・
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針
の
公
表
に
あ
た
っ
て

市
で
は
、
市
長
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
や

第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

行
政
と
地
域
が｢

共
生
・
共(

協)

働
・

共
助｣

す
る
こ
と
に
よ
り
、｢

元
気
！

霧
島
・
市
民
力
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
進

め
、
だ
れ
も
が｢

こ
の
ま
ち
に
住
み
た

い｣｢

住
ん
で
よ
か
っ
た｣

と
思
え
る

よ
う
な
市
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
毎
年
、
幹
部
職
員
が

自
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
取
り
組
む

べ
き
目
標
を｢

部
長
・
総
合
支
所
長
の

経
営
方
針｣

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
示
し
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
針
は
、
組
織
と
し
て
目
指
す

べ
き
共
通
の
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
職
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲

や
改
革
意
欲(

職
員
一
人
一
改
革)

を

促
し
、
そ
れ
を
組
織
の
力
に
結
び
付
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
営
方
針
と
し
て
取
り
組
ん

だ
内
容
は
、
翌
年
度
に｢
目
標
が
達
成

で
き
た
か
ど
う
か｣

な
ど
の
視
点
で
、

施
策
や
事
務
事
業
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
21
年
度
に
評
価
し
た
施

策
や
事
務
事
業
の
評
価
結
果
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
部
長　
山
口　

剛

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

市
民
の
皆
さ
ま
が
納
得
で
き

る
行
政
を
目
指
し
、
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦�

各
種
研
修
な
ど
を
通
し
人
材
の

育
成
を
図
り
、
公
務
能
率
の
一

層
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◦�

行
財
政
改
革
を
図
り
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
健
全
財
政
の
経
営

に
努
め
ま
す
。

◦���

信
頼
を
得
る
た
め
の
公
平
公
正

な
課
税
、
徴
収
強
化
に
よ
る
税

負
担
の
公
平
性
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

◦�

災
害
や
犯
罪
な
ど
か
ら
市
民
を

守
る
た
め
、
地
域
と
連
携
し
た

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

◦�
広
報
広
聴
機
能
の
拡
充
に
よ
り
、

開
か
れ
た
行
政
に
努
め
ま
す
。

■
部
長　
川
村　

直
人

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進

し
、
市
総
合
計
画
を
着
実
に

実
行
で
き
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦�

総
合
計
画
、
行
政
評
価
、
予
算

編
成
が
連
動
す
る
行
政
経
営
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

◦�

霧
島
・
元
気
ふ
る
さ
と
再
生
事

業
に
取
り
組
み
、
移
住
定
住
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

◦�

地
質
遺
産
の
保
全
・
活
用
を
進

め
る
た
め
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
認
定
を
目
指
し
ま
す
。

◦�

ふ
れ
あ
い
バ
ス
な
ど
の
運
行
を

検
証
し
、
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

■
部
長　
萬
徳　

茂
樹

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

農
林
水
産
業
従
業
者
の
皆
さ

ま
が
持
続
可
能
な
経
営
が
で

き
る
よ
う
、
各
種
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦�

農
林
水
産
業
の
あ
る
べ
き
姿
を

明
確
に
す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
す
。

◦��

食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
、
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

◦��

災
害
か
ら
生
命
、
財
産
、
生
活

を
守
る
た
め
、
新
た
な
防
災
事

業
の
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

◦�

公
共
施
設
な
ど
で
の
木
材
利
用

促
進
や
路
網
整
備
を
進
め
、
森

林
施
業
集
約
化
を
進
め
ま
す
。�

◦�

藻
場
・
干
潟
の
機
能
維
持
・
回

復
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
部
長　
間
手
原　

修

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

関
連
す
る
各
種
団
体
・
企
業

や
組
織
と
連
携
を
密
に
し
、
一

体
と
な
っ
た
商
工
業
お
よ
び

観
光
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦�

利
子
補
給
補
助
・
信
用
保
証
料

補
助
な
ど
に
よ
り
商
工
業
者
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

◦�

緊
急
雇
用
促
進
事
業
や
企
業
誘

致
を
推
進
し
、
地
元
雇
用
の
拡

大
に
努
め
ま
す
。

◦�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

強
化
し
、
消
費
生
活
の
安
全
向

上
に
努
め
ま
す
。

◦�

大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
を
活

用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
観
光

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

◦�

地
域
の
特
色
を
活い

か
し
た
観
光

資
源
の
開
発
に
努
め
ま
す
。

■
部
長　
篠
原　

明
博

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安

全
で
快
適
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
交
通
体
系
や
生
活

基
盤
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��

主
要
幹
線
道
路
や
地
域
間
連
絡

道
路
、
地
域
の
生
活
道
路
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

◦�

公
園
の
整
備
や
土
地
区
画
整
理

事
業
、
下
水
道
事
業
、
市
営
住

宅
の
建
て
替
え
改
修
な
ど
、
住

環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◦�

都
市
計
画
区
域
や
用
途
地
域
の

見
直
し
の
ほ
か
、
緑
の
基
本
計

画
や
景
観
計
画
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

◦�

環
境
対
策
と
し
て
、
省
エ
ネ
住

宅
普
及
の
た
め
の
省
エ
ネ
モ
デ

ル
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

総
務
部

企
画
部

生
活
環
境
部

保
健
福
祉
部

農
林
水
産
部

商
工
観
光
部

建
設
部
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◀◀◀manifesto 部長・総合支所長の経営方針

■
部
長　
中
村　

順
二

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

公
正
で
透
明
性
の
高
い
入
札

制
度
の
運
用
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
元
業
者
の
育
成
に

よ
る
雇
用
拡
大
と
受
注
機
会

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦�

一
般
競
争
入
札
制
度
の
充
実
を

図
り
、
電
子
入
札
の
実
施
を
推

進
し
ま
す
。

◦��

公
共
工
事
の
品
質
向
上
と
建
設

業
者
の
技
術
力
向
上
を
図
る
た

め
、
総
合
評
価
方
式
の
導
入
を

推
進
し
ま
す
。

◦�

公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
努
め
ま
す
。

◦�

入
札
契
約
の
適
正
な
執
行
を
図

る
た
め
、
入
札
等
監
視
委
員
会

な
ど
に
よ
る
監
視
体
制
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

会
計
管
理
部

■
部
長　
細
山
田　

孝
文

■
部
長
の
経
営
方
針

　
�

市
民
の
皆
さ
ま
が
納
付
さ
れ

た
各
種
税
金
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
霧
島
市
の
す
べ
て
の

公
金
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
を
安
全
・

確
実
か
つ
効
果
的
に
管
理
・

運
用
し
て
い
き
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦�

年
間
を
通
し
て
歳
入
歳
出
を
的

確
に
把
握
し
、
安
全
確
実
な
方

法
に
よ
る
運
用
に
努
め
、
決
済

資
金
の
短
期
剰
余
金
や
基
金
な

ど
の
効
果
的
な
管
理
運
用
に
努

め
ま
す
。

◦�

公
用
封
筒
へ
の
広
告
を
掲
載
す

る
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、

財
源
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

水
道
部

■
部
長　
迫
間　

勇

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

水
道
事
業
は
、
市
民
生
活
・

経
済
活
動
、
さ
ら
に
は
都
市

機
能
の
維
持
に
最
も
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
常

に
安
全
で
安
定
的
に
、
お
い

し
い
水
道
水
の
供
給
に
努
め
、

お
客
さ
ま
の
理
解
と
信
頼
の

上
に
成
り
立
つ
地
方
公
営
企

業
を
確
立
し
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��
昭
和
30
年
代
か
ら
急
速
に
普
及

発
展
し
た
水
道
事
業
の
膨
大
な

施
設
が
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎

え
て
お
り
、
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
て
、
年
度
間
の
平
準
化
を

図
り
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
を

行
い
、
安
定
的
供
給
を
確
実
に

次
世
代
へ
継
承
で
き
る
水
道
事

業
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
部

■
部
長　
阿
多　

己み

清き
よ

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�「
共
に
学
び
、
育は

ぐ
く
み
、
磨
き
あ

う
、
人
が
輝
く
ま
ち
」
を
教

育
分
野
の
ま
ち
の
将
来
像
と

し
、
活
力
あ
る
教
育
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��

年
次
的
に
各
学
校
の
施
設
・
設

備
を
整
備
し
、
安
心
安
全
な
教

育
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◦�

学
力
向
上
と
個
性
を
育
む
教
育

の
推
進
な
ど
、
学
校
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

◦�

第
54
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
登
山
大
会
を
霧
島
連
山

で
開
催
し
ま
す
。

◦�

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
の
振
興
を
図
り
、
生
涯

学
習
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

消
防
局

■
局
長　
後ご

庵あ
ん　

博
文

■
局
長
の
経
営
方
針

　

�

消
防
に
与
え
ら
れ
た
任
務
完

遂
の
た
め
、
消
防
職
・
団
員

一
丸
と
な
っ
て
、
火
災
に
よ

る
焼
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��

来
年
６
月
か
ら
始
ま
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
義
務
設
置
施
行

に
伴
い
、
準
備
期
間
中
の
４
年

間
を
振
り
返
り
、
新
た
な
取
り

組
み
と
設
置
率
調
査
の
た
め
、

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
取

り
入
れ
、
普
及
員
４
人
を
任
命

し
、
普
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。

◦�

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番

通
報
の
増
加
に
伴
い
、「
携
帯

１
１
９
番
位
置
情
報
通
知
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入
し
、
緊
急
時
の

態
勢
を
整
え
ま
す
。

溝
辺
総
合
支
所

横
川
総
合
支
所

福
山
総
合
支
所

霧
島
総
合
支
所

牧
園
総
合
支
所

■
総
合
支
所
長　
馬
場　

勝
芳

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

　

�

職
員
一
人
一
人
が
チ
ー
ム
霧

島
の
一
員
と
し
て
溝
辺
総
合

支
所
に
配
属
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
自
覚
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
と

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
仕
事

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
や
地
区
自
治
公

民
館
な
ど
各
種
団
体
と
協
働

し
な
が
ら
、
元
気
で
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��

市
道
や
林
道
の
整
備
、
水
田
ほ

場
整
備
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
、
市
営
住
宅
維
持
管
理
事

業
な
ど
の
継
続
、
新
規
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

◦��

通
学
、
通
院
な
ど
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運

行
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
総
合
支
所
長　
福
原　

平

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

　

�

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

る
行
政
を
心
が
け
、
常
に
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
市

民
参
加
に
よ
る
安
心
で
安
全

な
、
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��

山
ケ
野
金
山
を
は
じ
め
、
大
出

水
お
よ
び
岩
堂
観
音
な
ど
、
奥

天
降
渓
流
域
の
観
光
資
源
の
整

備
や
大
隅
横
川
駅
舎
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
の
改
修
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

◦��

道
路
整
備
や
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
、
治
山
事
業
、
市
営

住
宅
改
修
な
ど
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

■
総
合
支
所
長　
荒
木　

敏

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

　

�

市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
公
平
公
正
で

迅
速
か
つ
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��

安
心
安
全
な
日
常
生
活
を
堅
持

す
る
た
め
、
防
災
対
策
や
防
犯

活
動
な
ど
安
全
面
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

◦�

公
平
公
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
明
る
い
職
場

環
境
づ
く
り
と
職
員
の
資
質
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦�

地
区
自
治
公
民
館
・
自
治
会
や

各
種
団
体
な
ど
と
協
働
し
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
総
合
支
所
長　
川
野　

茂
樹

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

　

�

霧
島
総
合
支
所
の
経
営
理
念

を
、「
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
と
市
民
満
足
度
を
高
め
る
」

と
し
、
行
政
経
営
を
進
め
ま

す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

地
域
に
暮
ら
す
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◦��

市
民
満
足
度
を
高
め
る
改
善
の

推
進職

員
一
人
一
人
が
改
善
を
仕

事
の
一
部
と
し
、
職
場
ぐ
る

み
で
改
善
に
取
り
組
み
、
業

務
作
業
の
効
率
化
を
図
り
、

市
民
満
足
度
を
高
め
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

■
総
合
支
所
長　
福
盛　

安
美

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

　

�

福
山
総
合
支
所
は
、
福
山
地

区
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
使
命

を
果
た
し
ま
す
。
職
員
は
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
正

公
平
を
旨
に
、
開
か
れ
た
行

政
の
執
行
に
努
め
、
情
報
公

開
・
共
有
を
図
り
、
市
民
の

期
待
と
負
託
に
応
え
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◦��

福
山
総
合
支
所
整
備
事
業
で
新

庁
舎
を
建
設
し
、
来
年
１
月
か

ら
の
移
転
に
備
え
ま
す
。

◦��

旧
田
中
別
邸
の
屋
根
・
廊
下
な

ど
復
旧
保
全
事
業
を
進
め
ま

す
。

◦�

ま
き
の
は
ら
地
区
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
や
市
道
の
改
良
工

事
な
ど
を
進
め
ま
す
。

工
事
監
査
部
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◀◀◀市からのお知らせinformation

霧
島
市
が
誕
生
し
て
か
ら
４
年
間
の
集
大
成
と
し

て「
熟
慮
断
行
の
年
」と
位
置
付
け
ら
れ
た
平
成
21
年

度
は
、「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
７
つ

平成21年度の
予算収支状況等を
お知らせします。

地方自治法第243条の３第１項および霧島
市「財政事情」の作成及び公表に関する条例
の規定に基づき、平成21年10月１日から平
成22年３月31日までの財政事情について
公表します。

The budget income and expenditure situation.の
政
策
を
着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
全
庁
横
断

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
優
先
的
に
進
め
る
こ
と
が

必
要
な
８
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
、
平
成
20
年
度
に

引
き
続
き
、
地
域
活
性
化
を
盛
り
込
ん
だ
「
霧
島
・
元

気
な
ふ
る
さ
と
再
生
予
算
」
と
し
て
位
置
付
け
、
当

初
予
算
額
４
９
４
億
２
０
０
０
万
円
で
一
般
会
計
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。そ
の
後
、
新
規
事
業
の
追
加

や
事
務
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
伴
う
補
正
予
算
額

58
億
１
６
５
５
万
１
０
０
０
円
の
追
加
を
行
い
、
最

終
予
算
額
は
５
５
２
億
３
６
５
５
万
１
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、一
般
会
計
の
予
算
現
額
に
対
す

る
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
の
収
支
状
況
は
、
歳
入

で
84
・
２
㌫
、歳
出
で
80
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
霧
島
市
行
政

改
革
大
綱
」、「
霧
島
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
お
よ
び

「
霧
島
市
経
営
健
全
化
計
画
」の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
て
き
た
結
果
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
成
果

は
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、依
然
と
し
て
国
・
県
同
様

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、引
き
続
き

財
政
健
全
化
に
向
け
自
主
財
源
の
確
保
や
新
た
な
収

入
の
積
極
的
な
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
投
資
的

経
費
な
ど
の
抑
制
に
よ
る
市
債
残
高
の
縮
減
な
ど
を

軸
に
、歳
出
抑
制
の
た
め
、徹
底
し
た
事
務
経
費
の
抑

制
や
事
務
執
行
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
を
よ
り
一
層
推
進
し
、「
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
健
全
財
政
」を
維
持
す
る
た
め
、引
き
続
き

財
政
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
公
表
を
通
じ
て
本
市
財
政
の
実
情
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
今
後
の
市
政
運
営
に
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
財
務
課
☎（
64
）０
９
１
７　

◎一般会計

平成21年度の財政状況　（平成22年3月31日現在）
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地方交付税 その他使用料
及び手数料

県支出金国庫支出金市税

歳　　　　入
区　　　分 予　算　現　額 収　入　済　額 予算構成比 収入率
地方交付税 147 億 5,001 万円 155 億 8,094 万円 26.7% 105.6%

市 税 143 億 2,805 万円 139 億 8,378 万円 25.9% 97.6%

国庫支出金 75 億 240 万円 52 億 3.820 万円 13.6% 69.8%

市 債 52 億 8,980 万円 470 万円 9.6% 0.1%

県 支 出 金 32 億 6,127 万円 20 億 3,239 万円 5.9% 62.3%

繰 越 金 26 億 2,603 万円 26 億 2,603 万円 4.7% 100.0%

使用料及び手数料 17 億 5,880 万円 17 億 146 万円 3.2% 96.7%

そ の 他 57 億 2,019 万円 53 億 4,022 万円 10.4% 93.4%

歳 入 合 計 552億 3,655 万円 465 億 772 万円 100.0% 84.2%
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民生費 衛生費土木費教育費公債費 総務費 その他農林水産業費

歳　　　　出
区　　　分 予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 149 億 5,978 万円 133 億 6,539 万円 27.1% 89.3%

公 債 費 90 億 1,121 万円 90 億 979 万円 16.3% 100.0%

総 務 費 88 億 8,499 万円 61 億 4,301 万円 16.1% 69.1%

教 育 費 64 億 8,706 万円 56 億 6,411 万円 11.7% 87.3%

土 木 費 61 億 3,376 万円 33 億 8,844 万円 11.1% 55.2%

衛 生 費 36 億 8,638 万円 26 億 9,132 万円 6.7% 73.0%

農林水産業費 28 億 2,260 万円 15 億 1,135 万円 5.1% 53.5%

そ の 他 32 億 5,077 万円 26 億 9,694 万円 5.9% 83.0%
歳 出 合 計 552億 3,655 万円 444 億 7,035 万円 100.0% 80.5%

◎特別会計

※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

財産の状況および市債の借入状況の一人当たり現在高は、
平成22年3月31日現在の住民基本台帳人口127,833人で除して算出したものです。

会　計　名 予　算　現　額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 136 億 6,784 万円 107 億 8,501 万円 78.9% 124 億 3,628 万円 91.0%

後 期 高 齢 者 医 療 11 億 334 万円 10 億 276 万円 90.9% 10 億  485 万円 91.1%

老 人 保 健 医 療 2 億 8,889 万円 2 億 6,192 万円 90.7% 2 億 1,198 万円 73.4%

介 護 保 険 82 億 6,535 万円 73 億 7,001 万円 89.2% 69 億 5,042 万円 84.1%

交通災害共済事業 2,371 万円 1,282 万円 54.1% 1,630 万円 68.7%

下 水 道 事 業 15 億 7,162 万円 5 億 4,296 万円 34.5% 12 億 7,412 万円 81.1%

温 泉 供 給 7,807 万円 7,880 万円 100.9% 4,772 万円 61.1%

◎財産の状況
区　分 現　在　高 一人当たり現在高

土　地
(うち市有林)

3,525 ㌶
(1,925 ㌶ )

276 ㎡
(151 ㎡ )

建　物 894,475 ㎡ 7 ㎡

基　金

101 億 5,853 万円 79,467 円

内　
　
　

訳

財政調整基金
8 億 9,326 万円 6,988 円

減債基金
6 億 3,034 万円 4,931 円

特定建設事業基金
13 億 7,578 万円 10,762 円

その他基金
72 億 5,915 万円 56,786 円

有価証券 2 億 3,002 万円 1,799 円

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

会　計　名
収　　　益　　　的 資　　　本　　　的

収　　入 収入率 支　　出 執行率 収　　入 収入率 支　　出 執行率

水 道 事 業
予算額 20 億 9,937 万円

99.8%
18 億 6,967 万円

90.1%
6,456 万円

120.7%
19 億 2,719 万円

62.5%
執行額 20 億 9,540 万円 16 億 8,529 万円 7,795 万円 12 億 383 万円

工業用水道事業
予算額   719 万円

98.7%
  719 万円

61.3%
−

−
−

−
執行額   710 万円   441 万円 − −

病 院 事 業
予算額 37 億 3,628 万円

94.1%
36 億 8,962 万円

91.9%
3 億 5,000 万円

93.9%
5 億 1,279 万円

96.6%
執行額 35 億 1,692 万円 33 億 9,235 万円 3 億 2,850 万円 4 億 9,516 万円

◎市税等の状況
科 　 　 　 　 目 予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率

市 民 税 53 億 6,000 万円 50 億 9,408 万円 95.0%

固 定 資 産 税 72 億 1,404 万円 71 億 4,673 万円 99.1%

軽 自 動 車 税 2 億 8,900 万円 2 億 9,313 万円 101.4%

市 た ば こ 税 7 億  200 万円 6 億 9,729 万円 99.3%

特別土地保有税    1 万円    0 万円 0.0%

入 湯 税 1 億 2,000 万円 1 億 1,978 万円 99.8%

都 市 計 画 税 6 億 4,300 万円 6 億 3,277 万円 98.4%

国民健康保険税 28 億  452 万円 23 億 7,108 万円 84.5%

合 　 　 　 　 計 171億 3,257 万円 163 億 5,486 万円 95.5%

（公営企業会計を除く）◎市債の借入状況
借　　入　　先 借入金現在高 一人当たり現在高

財 政 融 資 等 325 億 6,846 万円 254,774 円

郵貯・簡保資金 94 億 7,811 万円 74,144 円

公営企業金融公庫 88 億 6,140 万円 69,320 円

市 中 銀 行 63 億 4,119 万円 49,605 円

そ の 他 113 億 1,665 万円 88,527 円

合 　 　 　 計 685億 6,581 万円 536,370 円

繰越金市債

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.5, Japan
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き り し ま / か わ ら 版 �
Zoom up Kirishima 

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

広　
　
　

告

霧島ハイツで開催された南九州パークゴルフ大会、
緑の芝で爽快プレー（5月11日）

昭和50年に廃校となった国分の上之段小学校の昭
和38年度卒業生ら28人が、還暦を記念して校舎跡地
に校歌の記念碑を立てました。
同小学校は明治8年に敷根小学校の分校として創
設され、明治25年に上之段尋常小学校となり、大正3
年に今の地区公民館の場所に移転。児童数が60人と
なった昭和50年3月25日に廃校となりました。校歌
の作詞は児童文学作家の椋鳩十氏によるもので、上
之段の自然を歌った美しい歌詞が書かれています。

椋鳩十作詞の記念碑を建立Kirishima
topics 01

福山中学校野球部が４月24日～ 26日に県営鴨池
球場などで開催された県中学校春季選抜野球大会で
優勝しました。部員数は10人。少ない人数で勝ち取っ
た快挙に、賞賛の声がたくさん寄せられました。

部員10人で勝ち取った優勝Kirishima
topics 05

市は合併後22社目の誘致企業となる大手自動車
メーカーのスズキ株式会社と立地協定を4月23日に締
結。納車前の整備を行う工場を溝辺町久留味川工業
団地に建設、操業は10月からで13人を雇用する予定。

22社目スズキ㈱と立地協定Kirishima
topics 04

「きりしま郷土芸能の夕べ」が５月８日、みやまコ
ンセールであり、浴衣姿の温泉客などが霧島九面太
鼓の演奏を楽しみました。この夕べは定期的に開催
され、次回は７月11日と９月11日に開催予定です。

温泉の後に郷土芸能を満喫Kirishima
topics 03

国分第一・第二基地から出撃した特攻隊員戦没者
は427人。４月22日にあった慰霊祭には国分と溝辺
会場に全国の遺族ら約200人が参列。悲しい歴史が
繰り返されることのない平和な世界を願いました。

平和を祈り特攻隊員を弔うKirishima
topics 02

隼人駅前に観光拠点として物産館「舎（やどり）はやとの風」が
リニューアルオープン（5月1日）

大隅横川駅で、５月23日まで創作こいのぼ
りの展示がありました

観光客が多く駐車に困っていた嘉例川駅近くに
広々とした駐車場が完成（4月25日）

縄文の森で開催された春祭り。土器や火おこしなどが体
験でき、多くの家族連れでにぎわいました
（5月3日～ 5日）

昭和38年ごろの国分夏祭り（国
分駅前通り：写真提供楠元広志
さん）

Kirishima Photo Frame
き り し ま ふ ぉ と ふ れ ー む

広報きりしま  �広報きりしま  �広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.5, Japan



information ◀◀◀市からのお知らせ

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◦�

申
込
期
限
＝
６
月
30
日
（
水
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島

商
工
会
議
所
総
務
企
画
課
☎

（
45
）０
３
１
３
、
℻（
45
）５

６
６
２
、
〒
８
９
９
︲
４
３
３

２　

国
分
中
央
三
丁
目
12
︲
41

夏
季
期
間
中

職
員
は
ク
ー
ル
ビ
ズ

市
で
は
夏
季
期
間
中
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
推
進
の
た
め
、

市
役
所
の
室
内
温
度
を
28
度
に
設

定
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
空
調
経
費
節

減
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
職
員
の
服
装
の
軽

装
化
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
よ
る
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
着
用
）
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

期
間
＝
５
月
～
10
月
（
５
月
と

10
月
は
移
行
期
間
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
人
事

研
修
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９

１
５

霧
島
市
内
の
小
中
学
校
に

本
を
贈
り
ま
せ
ん
か

平
成
22
年
は
国
民
読
書
年
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
読
書
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
、
家
庭
や
職
場
に

あ
る
、
読
む
こ
と
は
な
く
て
も
捨

て
ら
れ
な
い
「
価
値
あ
る
本
」
を
、

霧
島
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
提
供
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。�

皆
さ
ん
が
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た

本
は
、「
子
ど
も
達
に
本
を
贈
る

運
動
」
実
行
委
員
会
が
霧
島
市
内

の
小
中
学
校
に
寄
贈
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
６
月
19
日
（
土
）、
20

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
◦�

会
場
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
会
議
室

◦�

対
象
と
な
ら
な
い
本
＝
週
刊
誌
、

漫
画
類
、
装
丁
の
悪
化
し
た
本

な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課

☎（
42
）１
１
１
８

一
年
分
の
味み

噌そ

を
大
豆
か
ら

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

霧
島
地
大
豆
教
育
フ
ァ
ー
ム

霧
島
の
畑
に
大
豆
を
植
え
て
味

噌
を
作
る
７
か
月
間
の
教
室
で
す
。

◦�

場
所
＝
霧
島
地
区
の
農
場

◦�

参
加
者
＝
幼
児
～
高
校
生
お
よ

び
そ
の
保
護
者
30
人
程
度

◦�

参
加
費
＝
２
０
０
０
円
程
度

◦�

日
程
＝
７
月
10
日
～
２
月
19
日

の
計
７
回

◦�

申
込
方
法
＝
６
月
21
日
ま
で
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

こ
と
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

霧
島
食
育
研
究
会
☎
・
℻（
57
）

０
２
１
５

文
化
協
会
国
分
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

歌
謡
や
踊
り
の
ほ
か
、素
晴
ら
し

い
芸
能
発
表
を
ご
堪た

ん

能の
う

く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
６
月
13
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
開
場
、１
時
開
演（
入

場
無
料
）

◦�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

☎（
42
）１
１
１
９

気
象
庁
は
警
報
・
注
意
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

こ
れ
ま
で
霧
島
市
を
対
象
と
し

た
警
報
・
注
意
報
は
、｢

川
薩
・

姶
良｣

地
域
（
薩
摩
川
内
市
、
霧

島
市
、
さ
つ
ま
町
、
姶
良
市
、
湧

水
町
）
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
し

た
が
、
範
囲
が
広
く
ど
こ
が
対
象

料
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
衛
生
施
設
課

☎（
45
）０
０
７
０

第
22
回
鮎
ま
つ
り
中
止
の

お
知
ら
せ

６
月
６
日
に
開
催
予
定
の
鮎
ま

つ
り
は
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄

疫
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

水
産
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９

３
８

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

平
成
22
年
度
戸
別
所
得
補
償
モ

デ
ル
対
策
の
加
入
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
６
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

生
産
調
整
を
達
成
し
た
農
家

に
対
し
、
主
食
用
米
の
作
付
面

積
か
ら
10
㌃
控
除
し
た
面
積
に

対
し
て
、
10
㌃
当
た
り
１
万
５

０
０
０
円
の
交
付
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
当
年
産
の
全

国
販
売
価
格
が
過
去
３
年
間
の

平
均
を
下
回
っ
た
場
合
、
差
額

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②�

水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

水
田
を
利
用
し
て
対
象
作
物

の
生
産
を
行
う
農
家
に
対
し
て

交
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※�

表
中
①
～
⑤
に
関
し
て
は
出
荷

契
約
書
が
必
要
で
す
。

平
成
21
年
度
（
集
団
休
耕
に
つ

い
て
は
、
平
成
19
、
20
年
度
も
含

む
）
に
産
地
確
立
交
付
金
の
交
付

実
績
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
別

途
激
変
緩
和
措
置
に
よ
り
、
昨
年

並
み
の
単
価
が
補
償
さ
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
政
畜
産
課

☎（
64
）０
９
１
０

国
民
年
金
一
般
免
除
申
請

平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
一
般

免
除
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は

７
月
１
日
か
ら
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◦�
必
要
な
も
の
＝
認
め
印
、
平
成

21
年
度
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方

お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

（
午
前
10
時
開
会
）

◦�

６
月
７
日
／
本
会
議
初
日

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

◦�

６
月
15
日
／
本
会
議

（
質
疑
、議
案
処
理
、一
般
質
問
）

◦�

６
月
16
～
18
日
／
本
会
議

（
一
般
質
問
）

◦�

７
月
２
日
／
本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
本
会
議
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
も
録
画
放
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
議
会
事
務
局

☎（
64
）０
９
２
２

一
部
の
施
設
で
10
月
１
日
か
ら

使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

霧
島
市
で
設
置
し
た
公
共
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
使

用
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
使
用
料
の
額
は

ほ
と
ん
ど
が
合
併
前
の
旧
市
町
に

お
い
て
定
め
た
も
の
で
、
算
出
基

礎
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
負
担
の
公
平
性
と
受
益
者
負

担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
使
用

料
の
一
部
改
正
を
行
い
、
10
月
１

日
か
ら
新
料
金
を
適
用
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
設
ご
と

の
新
料
金
に
つ
い
て
は
、
各
施
設

の
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
財
務
課
☎

（
64
）０
９
１
７

ご
み
処
理
手
数
料
が

変
わ
り
ま
す

霧
島
市
敷
根
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ま
れ
る
一
般
廃
棄
物
の
ご

み
処
理
手
数
料
が
10
月
１
日
か
ら

変
更
と
な
り
ま
す
。

日
常
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
す
ご
み
に
つ
い
て
は
、
本
手
数

は
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写

し
（
離
職
票
・
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
）

※�

平
成
21
年
度
の
一
般
免
除
の
受

付
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
年

金
事
務
所
☎（
62
）３
５
１
１
、

保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
８
８
６
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

国
分
市
街
地
の
空
き
店
舗
で

開
業
し
ま
せ
ん
か

霧
島
商
工
会
議
所
で
は
、
国
分

市
街
地
の
空
き
店
舗
で
開
業
、
開

店
さ
れ
る
意
欲
あ
る
方
に
家
賃
補

助
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
18
歳
以
上
、
国
分
の

中
心
市
街
地
で
半
年
以
内
に
開

店
予
定
の
方
、
ま
た
は
開
店
後

１
年
以
内
の
方

◦�

内
容
＝
家
賃
補
助
１
年
間
（
家

賃
の
50
㌫
、
月
額
最
大
５
万

円
）、そ
の
ほ
か
専
門
家（
技
術
・

経
営
）
に
よ
る
無
料
指
導

◦�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
予
定

業
種
を
記
入
し
、
は
が
き
か

は
一
般
車
両
用
の
消
毒
マ
ッ

ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

徐
行
し
て
通
行
く
だ
さ
い
。

※�

家
畜
農
家
へ
の
出
入
り
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。

※�

移
動
、
搬
出
制
限
な
ど
の
解

除
は
、
最
終
発
生
（
処
分
）

か
ら
21
日
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
今
後
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト

の
増
加
や
消
毒
方
法
が
変
更
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
通
行
く
だ

さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
家

畜
伝
染
病
（
口
蹄
疫
）
対
策

本
部
☎（
45
）５
１
１
１
（
内

線
１
０
７
７
）

９月30日まで 10月１日以降

個人で直接持ち込まれる家庭ごみ

100kgまで無料 30kgまで無料

110kgで660円 40kgで80円
以降10kgにつき
60円を加算する。

以降10kgにつき
80円を加算する。

事業系の一般廃棄物

10kgにつき60円 10kgにつき80円

助成対象作物 単価/10ａ
①新規需要米（米粉・飼料・WCS用） 80,000円
②麦 45,200円
③大豆 42,100円
④飼料作物 34,500円
⑤加工用米（麹用等） 25,000円
⑥そば、なたね 20,000円
⑦その他作物(野菜等) 11,000円
⑧地力増進・景観形成作物  8,000円
⑨上記②③④⑥の作物を裏作で作付 15,000円

口
蹄
疫
拡
大
防
止
に

 

協
力
を
！

宮
崎
県
内
で
家
畜
伝
染
病
で
あ

る「
口
蹄
疫
」が
発
生
し
ま
し
た
。

市
で
は
４
月
28
日
に
え
び
の
市

で
発
生
し
た
農
場
を
中
心
と
し
て
、

半
径
20
㌔
㍍
地
点
に
消
毒
ポ
イ
ン

ト
を
設
置
。霧
島
永
水
地
区
に
は
５

月
14
日
か
ら
自
主
消
毒
ポ
イ
ン
ト

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

口
蹄
疫
拡
大
防
止
の
た
め
に
、関

係
車
両
や
一
般
車
両
の
消
毒
を
実

施
し
て
い
ま
す
。通
行
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

消
毒
ポ
イ
ン
ト

●
20
㌔
㍍
地
点
（
24
時
間
体
制
）

◦�

霧
島
東と

う

多だ

羅ら

地
区
付
近
（
霧
島

神
宮
近
く
、
国
道
２
２
３
号
沿

い
）

◦�

横
川
町
深
川
地
区
付
近
（
県
道

55
号
線
沿
い
）

●�

自
主
消
毒
ポ
イ
ン
ト
（
午
前
６

時
～
午
後
５
時
）

◦�

霧
島
永
水
地
内
（
市
道
狩
川
梅

ノ
木
線
沿
い
）

※�

20
㌔
㍍
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で

一
般
車
両
も
対
象
に

緊急告知
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告

か
分
か
り
に
く
い
た
め
、
５
月
27

日
か
ら
「
霧
島
市
」
な
ど
の
市
町

村
ご
と
に
発
表
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
の
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
警
報
・

注
意
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

気
象
台
防
災
業
務
課
☎
０
９
９

（
２
５
０
）９
９
１
９

農
業
機
械
の

転
落
・
転
倒
事
故
に
注
意

毎
年
、
農
作
業
事
故
に
よ
っ
て

全
国
で
約
４
０
０
人
も
の
農
業
者

の
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
、
運
搬
車
な
ど
を

運
転
す
る
時
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◦�

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
忘
れ
に
よ
る

片
ブ
レ
ー
キ
で
の
急
旋
回

◦�

ほ
場
退
出
時
、
傾
斜
に
対
し
斜

め
に
退
出
す
る
こ
と
に
よ
る
前

輪
浮
上

◦�

小
型
機
械
走
行
時
は
ク
ラ
ッ
チ

を
使
わ
ず
ハ
ン
ド
ル
を
振
っ
て

曲
が
る

◦�

荷
物
を
積
む
と
ブ
レ
ー
キ
が
効

き
づ
ら
く
な
る
た
め
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
す

こ
の
ほ
か
、
運
転
時
に
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
な
ど
し
て
、
け
が
の
な
い
よ

う
に
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
政
畜
産
課

☎（
64
）０
９
１
０

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

～
労
働
保
険
の
お
知
ら
せ
～

労
働
保
険
（
労
災
保
険
、
雇
用

保
険
）
年
度
更
新
手
続
き
の
時
期

が
昨
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
、
平
成

22
年
度
は
６
月
１
日
〜
７
月
12
日

の
期
間
と
な
り
ま
す
。

６
月
初
め
に
送
付
さ
れ
る
労
働

保
険
料
申
告
書
・
納
付
書
に
よ
り
、

期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
室
適
用
係
☎

０
９
９
（
２
２
３
）８
２
７
６

黒
石
岳
森
林
公
園

バ
ン
ガ
ロ
ー
・
貸
し
テ
ン
ト

７
〜
８
月
の
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

◦�

受
付
期
間
＝
６
月
２
日
（
水
）

〜
８
月
31
日
（
火
）

◦�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
毎
週
火
曜
日
は
休
館
日
。

た
だ
し
、
７
月
17
日
〜
８
月
31

日
は
無
休
）

※�

７
〜
８
月
以
外
の
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
黒
石

岳
森
林
公
園
管
理
事
務
所
☎

（
49
）３
６
８
８

国
税
の
納
付
に
つ
い
て

国
税
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
期
限

を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
場
合
、
納

付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
な

ど
は
、
お
早
め
に
最
寄
り
の
税
務

署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
延
滞
税
の
追
加
だ
け

で
な
く
、
財
産
差
押
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
受
け
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
税
務

署
☎（
62
）２
１
６
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
状
況
の
公
表

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
は

市
の
重
要
な
政
策
を
形
づ
く
る
過

程
で
、
そ
の
政
策
に
関
す
る
計
画

な
ど
の
案
の
趣
旨
、
内
容
、
そ
の

ほ
か
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
意
見

や
情
報
、
専
門
的
な
知
識
を
求
め
、

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し

て
意
思
決
定
を
行
う
手
続
き
を
い

い
ま
す
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）

０
９
５
５

野
焼
き
な
ど
は
原
則
禁
止

最
近
、
市
役
所
に
野
焼
き
な
ど

の
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
野
外
な
ど
で
の
不
法
な
廃

棄
物
の
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野
焼
き

な
ど
は
廃
棄
物
処
理
法
で
原
則
禁

止
さ
れ
、
罰
則
規
定
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

野
焼
き
な
ど
に
よ
る
煙
、
す
す
、

悪
臭
は
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け

る
だ
け
で
な
く
、
空
気
の
乾
燥
し

や
す
い
時
期
に
は
火
災
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

焼
却
禁
止
の
例
外
と
な
る
農
業

者
が
行
う
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
や

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ

れ
る
焼
却
で
軽
微
な
も
の
（
た
き

火
な
ど
）、
風
俗
慣
習
上
の
行
事

に
伴
う
焼
却
な
ど
で
あ
っ
て
も
、

近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課

☎（
64
）０
９
５
０
、
隼
人
市
民

課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

国
分
図
書
館
情
報

●
り
ん
ご
の
木
お
は
な
し
会

「
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お
は

な
し
の
へ
や
」

◦���

日
時
＝
６
月
５
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

「
赤
ち
ゃ
ん
と
わ
ら
べ
う
た
え

ほ
ん
の
へ
や
」

◦��

日
時
＝
６
月
７
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時

●
ほ
る
と
の
森
お
は
な
し
会

◦��

日
時
＝
６
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
２
時
30
分

◦��

場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

●
学
習
室
利
用
案
内

毎
月
第
１
月
曜
日
の
午
前
中
は
、

学
習
室
を
お
は
な
し
会
に
利
用
し

ま
す
の
で
一
般
利
用
は
正
午
か
ら

と
な
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館

☎（
64
）０
９
１
８

隼
人
図
書
館
情
報

●
語
り
の
部
屋

◦��

日
時
／
対
象
＝
６
月
13
日（
日
）

午
前
11
時
〜
11
時
40
分
／
５
歳

児
程
度
〜
一
般

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎（
43
）７
５
７
４

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

◦�

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
（
開
場
午
後
１
時
）

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

【
６
月
は
喜
劇
映
画
特
集
】

ア
メ
リ
カ
喜
劇
映
画
ベ
ス
ト
１

０
０
に
も
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か

ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
選
ん
だ

４
作
品
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
の

リ
ス
ト
は
ア
メ
リ
カ
映
画
協
会

（A
m
erican�F

ilm
�Institute;�

A
FI

）
が
「
Ａ
Ｆ
Ｉ
ア
メ
リ
カ
映

画
１
０
０
年
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
環

と
し
て
２
０
０
０
年
に
選
出
し
た

ア
メ
リ
カ
喜
劇
映
画
の
リ
ス
ト
で

す
。
と
き
に
は
、
映
画
を
観
て
み

ん
な
で
笑
い
、
日
常
を
忘
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

◦�

３
日
＝
ア
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
（
94

分
・
77
年
）

◦��

10
日
＝
我
が
輩
は
カ
モ
で
あ
る

（
70
分
・
33
年
）

◦��

17
日
＝
或
る
夜
の
出
来
事
（
１

０
５
分
・
34
年
）

◦��

24
日
＝
雨
に
唄
え
ば
（
１
０
３

分
・
52
年
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎
（
64
）
０
９
１
９

募
集

第
１
回
国
際
料
理
キ
ッ
チ
ン

本
場
の
中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
家

庭
料
理
を
一
緒
に
作
り
、
食
べ
な

が
ら
、
国
際
交
流
員
た
ち
と
異
文

化
の
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
＝
６
月
25
日
（
金
）
午
後

６
時
〜
８
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
公
民
館
調
理
室

◦�

定
員
＝
24
人

◦�

参
加
費
＝
４
０
０
円
程
度

◦�

申
込
期
限
＝
６
月
16
日
（
水
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

介
護
保
険
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会

「
介
護
保
険
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ

イ
ン
ト
制
度
」
は
高
齢
者
の
社
会

参
加
に
よ
る
、
い
き
い
き
と
し
た

地
域
社
会
作
り
と
、
介
護
予
防
や

健
康
の
維
持
を
目
的
と
し
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
、
手
帳
に

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
と
、
翌
年
度

の
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
経
費

（
最
高
５
０
０
０
円
）
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
協
賛
店
舗
な
ど

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
を
提
示
す

る
と
、
割
引
な
ど
の
優
遇
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
方

◦�

活
動
場
所
＝
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
高
齢
者
関
連
施

設
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

幼
稚
園
、小
学
校
な
ど
の
幼
児
・

児
童
関
連
施
設
な
ど

参
加
登
録
者
に
は
、
年
１
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
受
講
を
条

件
と
し
て
い
ま
す
。

◦�

研
修
会
日
程

・�

６
月
11
日
（
金
）
＝
国
分
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

６
月
18
日
（
金
）
＝
霧
島
総
合

支
所

・�

７
月
16
日
（
金
）
＝
溝
辺
総
合

支
所
保
健
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間
＝
午
後
２
時
〜
５
時
（
午

後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

当
日
は
、
ま
だ
登
録
を
さ
れ
て

い
な
い
方
の
新
規
の
登
録
受
付
も

行
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・
障
害

福
祉
課
☎（
64
）０
９
９
５

ピ
ア・カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

お
お
む
ね
幼
児
期
か
ら
小
学
校

低
学
年
の
発
達
障
が
い
児
や
そ
の

疑
い
の
あ
る
方
の
ご
家
族
を
対
象

に
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
や
思
い
を

抱
え
た
方
々
と
の
交
流
の
場
と
し

て
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。

◦�

期
日
＝
６
月
29
日
、
７
月
27
日
、

information

パブリックコメント実施状況（平成21年度分）　

案　件　名 意見募集期間 担当課 提出数 意　見
項目数

回　答
項目数

霧島市都市計画マスタープラン（案） 平成21年 9月 8日〜10月 7日 都市整備課 3 6 6

霧島市次世代育成支援対策後期行動計画（案）平成21年12月15日〜22年 1月14日 児童福祉課 23 61 51

霧島市教育振興基本計画（案） 平成21年12月25日〜22年 1月25日 教育総務課 13 27 14
霧島市配偶者等からの暴力防止及び
被害者支援に関する計画(案) 平成22年 2月 1日〜 3月 3日 企画政策課 1 5 4

奥天降川流域観光整備基本構想（案） 平成22年 3月 2日〜 3月23日 観光課 3 22 22
※回答項目数が意見項目数より少ないのは、重複する意見や計画案に直接関係しない意見があったためです。

㈱カナダプレイス
県知事許可（般―21）第14053号/県知事免許（2）第5122号　(社)鹿児島県宅地建物取引業協会会員/九州不動産公正取引協議会加盟まかせて安心！

223

南日本
銀行

隼人国分
サティ

焼肉
なべしま 至

国
分
市
街
地

至
隼
人
駅

至10号線

【霧島営業所】 霧島市隼人町見次515 ☎0995（44）9333 【本社】 鹿児島市宇宿2-21-1 ☎099（206）0711 携帯サイトから
簡単アクセス！

http://www.canada-place.co.jp

サンキュー
隼人店

カナダプレイス霧島営業所
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広　
　
　

告

information

霧
島
市
出
前
講
座

 

出
前
講
座
は
市
職
員
な
ど
が
地

域
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
講
座
で
す
。
地
域
、
グ

ル
ー
プ
・
団
体
な
ど
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◦ 

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
通
学
し
て
い
る
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
・
団
体

◦ 

日
時
＝
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
、

午
前
９
時
～
午
後
９
時
ま
で
の

間
で
２
時
間
以
内
（
12
月
29
日

～
１
月
３
日
を
除
く
）

◦ 

場
所
＝
市
内
に
限
る

◦ 

講
師
料
＝
無
料

◦ 

申
込
方
法
＝
講
座
を
開
催
し
よ

う
と
す
る
日
の
14
日
前
ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
本
庁
国
分
庁
舎
総
合

案
内
、
秘
書
広
報
広
聴
課
、
生

涯
学
習
課
、
隼
人
地
域
振
興
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
な
ど

に「
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
」

と
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
秘

書
広
報
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
５
５

各出前講座名と講座内容
№ 講　座　名 講　座　内　容

1 情報公開制度・
個人情報講座 情報公開条例および個人情報条例の利用方法について

2 防災講座
防災情報の生かし方、災害時の避難場所、
自主防災組織のあり方などについて

3 交通安全教室
交通安全の講話・映画、横断歩道の正しい渡り方、
自転車の正しい乗り方、衝撃実験について

4 市の家計簿
市の財政状況、財政健全化計画、
バランスシートなどについて

5 市税講座
市民税、固定資産税、国民健康保険税等の
課税・納付について

6 これからの
総合計画講座 これからの霧島市まちづくり計画について

7 環霧島会議講座
霧島連山を取り巻く鹿児島、宮崎両県の
５市２町でつくる環霧島会議について

8 国際交流講座 中国・アメリカの文化について

9

男女共同参画
入門講座
〜みんな違って
　みんないい〜

仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希
望に沿った形で展開でき、男女がともに夢や希望を
実現できる男女共同参画社会の基礎的な内容

10 見過ごさないぞ！
ＤＶ講座

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）の実態と被害
にあった時や被害を見聞きした時の対応について

11 ストップ！
セクハラ講座

セクシュアル・ハラスメントに該当するかどうかは、
基本的には言動の受け手の感じ方です。加害者にな
らないための基礎的な心構えについて

12 ジオパーク講座 ジオパークの取り組みについて
13 行政改革講座 行政改革の取り組みについて
14 指定管理者制度講座 指定管理者制度の現状と今後の取り組みについて

15 ＮＰＯ等市民団体
活動支援講座 ＮＰＯなど市民活動促進の取り組みについて

16 地域まちづくり
支援事業講座

地区自治公民館が策定する「地域まちづくり計画」
について

17
おじゃんせ霧島
移住者大応援
（定住移住）講座

移住者の受け入れについて

18
霧島市の
地域情報化講座
（地デジ対策を含む）

霧島市の地域情報化計画について
（2011年地上デジタル対策を含む）

19 インターネットを
始めよう！

インターネットとは何か、始めるにはどうしたらよ
いかなど、高齢者などの全くインターネットに触れ
たことのない方に対し、その便利さ、楽しさを分か
り易く説明。

20 統計講座 統計から見た市民生活などについて

21 ストップ！
地球温暖化講座 家庭や学校で取り組める地球温暖化について

22 霧島市環境基本計画
講座

霧島市環境基本計画の市や市民、
事業所の取り組み目標について

23 生活排水対策講座 生活排水の対策について

24 廃棄物講座
一般廃棄物および産業廃棄物の種類、
適正処理などについて

25 ごみの分別収集・
リサイクル講座

ごみの出し方・分け方について、廃棄物・リサイクル
関連法について、ごみ問題Q＆Aなど

26
国民健康保険、
後期高齢者医療、
国民年金講座

国民健康保険証の手続き、後期高齢者医療制度、
年金納付・支給手続き・加入期間確認などについて

27 子育て講座 子育て支援に対する取り組みについて

№ 講　座　名 講　座　内　容

28 高齢障害福祉・
介護保険講座

高齢障害福祉・介護保険関係援護制度の内容および
申請の仕方、相談方法などについて

29
認知症講座
（認知症サポーター
養成講座）

認知症とは何
家族の誰かがまたは近所の方が認知症になったら

30
老人ホーム・
グループホームって
何、講座

老人ホーム、グループホームとは何
入るための手続きなどについて

31 うつ対策講座
うつとは何。身近な人がうつになったら
相談窓口などについて

32 介護予防講座 介護予防・レクリエーション

33 超高齢社会講座
住み慣れた地域で、住み続けるためには…、
高齢者の社会参加、2025年の医療・介護の
シュミレーション

34 いきいき健康講座 生活習慣病の予防、中高年の健康について
35 歯科保健講座 歯磨き指導、フッ化物洗口指導
36 農林水産業講座 これからの農林水産業について
37 食育と地産地消講座 これからの食育と地産地消について

38 悪質商法に対する
対処法講座 悪質商法に対する対処法、ビデオ上映

39 プレ社会人の
消費生活講座

10代向け。契約のしくみや金銭教育、
悪質商法対処法

40 観光基本計画講座 これからの観光について
41 森林セラピー講座 森林セラピーの取り組みについて
42 市内観光講座 知っておきたい見どころ、遊びどころ
43 道路整備講座 市内の道路整備について

44 安心・安全な
住まいづくり講座 住まいづくりの基礎知識を学びましょう

45 都市計画講座 都市計画の制度について
46 公園整備講座 市内の公園整備について

47 土地区画整理事業
講座 土地区画整理事業について

48 下水道講座 下水道について

49 議会の仕組み講座
議会の傍聴方法、請願などの提出方法、定例会、
臨時会の開催について

50 なくそう、
いじめ講座 いじめの実態とその解決に向けて

51 小中学生の発達と
心の教育講座 小中学生の発達と心の教育について

52 ニュースポーツ
体験講座

屋内外で楽しめるペタンク、ピロポロ、
キンボールなどニュースポーツを体験

53 ボランティア講座
ボランティアの楽しみ方、
ボランティア登録・紹介などについて

54 人権教育講座
部落差別をはじめとする
あらゆる差別をなくすための学習について

55 ＫＹＴ（危険予知ト
レーニング）講座

子どもを対象とした
ＫＹＴ（危険予知トレーニング）講座

56 歴史文化講座 歴史文化に関する講座

57 自然・地形講座
霧島連山から見た鹿児島湾の自然と地形について
（霧島連山の成り立ち／ジオパーク関連）

58 水道のしくみ講座 水道のしくみ

59 応急手当講座
（ＡＥＤ等） ＡＥＤの取り扱いや応急手当の習得

60 防火講座 恐ろしい火事の原因やもし火事になったら

～
６
月
25
日
（
金
）

◦ 
申
込
方
法
＝
必
要
書
類
を
最
寄

り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
提
出
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
立
・
県
営

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
☎
０
９
９
６（
44
）２
２
０
６

パ
ソ
コ
ン
点
訳
講
座

受
講
生
募
集

◦ 

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
、
午
前
９

時
～
11
時

◦ 

場
所
＝
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
隼
人
町
内
山
田
一
丁
目

６
︲
74
）

◦ 

受
講
料
＝
無
料

◦ 

申
込
受
付
＝
随
時

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎（
45
）

１
５
５
７

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

◦ 

受
験
資
格
＝
平
成
元
年
４
月
２

日
～
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

◦ 

受
付
期
間
＝
６
月
22
日
（
火
）

～
29
日
（
火
）

◦ 

第
１
次
試
験
＝
９
月
５
日（
日
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
人
事
院
九
州

事
務
局
☎
０
９
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４
３
１
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７
７
３
３

相
談

女
性
の
た
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の
無
料
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談

悩
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や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
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な
た
と
と
も
に
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え
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問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
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６
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０
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５
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９
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４
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図
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。
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５
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。
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２
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。
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。
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６
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／
場
所
＝
①
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３
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／
Ａ
Ｚ
隼

人
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②
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／
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Ｐ
Ｏ
法
人

交
通
事
故
被
害
者
救
済
セ
ン

タ
ー
、
行
政
書
士 

持
留
健
二

☎（
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）２
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２
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☎0120―66―5001

悠久乃丘 霧島霊園
永代維持管理型霊園

所在地／�鹿児島県霧島市隼人町朝日１番地
（霧島霊園内）

桜島を望む、もうひとつの故郷。

墓石・建築石材の設計・施工販売
墓石建立指定業者
ロックアート三典株式会社

墓地経営／宗教法人正法寺／環第393号

全区画バリアフリー

地区 行政相談
委員氏名 住所（大字） 電　話

国分
枦山 光子 国分中央一丁目 45-8539
松元 政和 国分中央一丁目 45-8318

溝辺 村田 睦 溝辺町有川 59-3645
横川 本村 豊隆 横川町上ノ 73-2741
牧園 山口 健一 牧園町宿窪田 76-0456
霧島 宮田 昌男 霧島田口 57-1048
隼人 勝間 昭 隼人町姫城一丁目 43-4008
福山 有村 初夫 福山町福山 56-2537
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市長交際費（４月分）

（単位：円）

日　付 内　容 金　額
4月 7日 霧島連山夏山開き時焼酎 5,420 
4月 7日 故鎌田光男氏（元霧島町議・3期）告別式時生花 10,000 
4月 8日 お土産・贈答用お茶 78,750 
4月 9日 故有馬四郎氏（名誉市民・元溝辺町長）通夜時菓子 1,680 
4月10日 故有馬四郎氏告別式時生花 10,500 
4月10日 故有馬四郎氏告別式時香典 50,000 

4月17日 ソニーセミコンダクタ九州 第34回日本ハンド
ボールリーグ優勝祝賀会時祝儀 50,000 

4月22日 治水神社(姉妹都市・岐阜県海津市)春の大祭時供物料 20,000 

4月22日 海蔵寺(薩摩義士・総大将平田靱負を祭っている
寺)への線香代 10,000 

4月28日 故久田安二氏（元福山町議・3期）告別式時生花 10,000 
4月30日 故和田義満氏（元霧島町議・3期）告別式時生花 10,500 

４月分合計 256,850 
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小
島　

大そ

空ら　
　

研
悟　
　

見
次
３

榮
德　

美み

咲さ
き　
　

和
治　
　

新
姫
城
団
地

迫
田　

桜さ

陽よ

子こ　

陽
介　
　
第
２
内
山
田
団
地

宮
田　

一い
っ
き輝　

　

翔
伍　
　

山
野
北

安
楽　

美み

咲さ
き　

　

友
希　
　

新
川
７

髙
山　

那な

緒お　
　

信
也　
　

見
次
２

鳥
丸　

拓た
く

夢む　
　

輝
幸　
　

原

藤
田　

祐ゆ
う

統と　
　

恵
茂　
　

中
道
１
の
西

中
村　

桜お
う

輔す
け　

　

賢
治　
　

中
央
２

日
髙　

心み

美み

華か　

大
地　
　

新
川
８

黒
木　

春は
る

花か　
　

俊
輔　
　

駅
前
１

古
手
川　

颯そ
う

介す
け　

達
雄　
　

原

安
樂　

翔か
け
る　

　
　

弘
樹　
　

本
町
３

圖
師　

瑛え
い

音と　
　

雄
樹　
　

橋
之
口

岩
永　

ほ
ま
れ　

仁　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地

◎
福
山
町

指
宿　

陽ひ
な
た春　

　

健
作　
　

西
牧
之
原

迫
田　

龍
り
ゅ
う

志し
ん　

　

潤
一　
　

東
牧
之
原

武
石　

耀よ
う

琳り
ん　

　

朱
捷　
　

下
牧
之
原

黒
岩　

も
も
か　

司　
　
　

東
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
３
／
16
～
４
／
15
）

◎
国　

分

（
氏　

名
）　　
　
　
　
（
年
齢
）（
自
治
会
）

𠮷
留　

好
夫　
　
　

79　
　

向
花
西

八
ヶ
代　

昇　
　
　

85　
　

上
川
内
西

脇　
　

將
人　
　
　

58　
　

西
上

濵
田　

ヱ
ミ　
　
　

84　
　

春
山

稲
留　

ツ
ヤ　
　
　

91　
　

羽
坂

井
手　

政
貴　
　
　

24　
　

城
山

西　
　

ミ
ツ　
　
　

103　
　

福
島
３

藤
�　

フ
ミ　
　
　

83　
　

唐
仁
西

大
迫　

敏
郎　
　
　

88　
　
岩
戸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

甲
斐　

三
郎　
　
　

78　
　

広
瀬
４

有
村　

惠
美
子　
　

99　
　

野
口
西
第
一

馴
松　

志　
　
　

91　
　

片
平

井
手
上　

重　
　
　

75　
　

小
畑

赤
塚　

光
三　
　
　

91　
　

道
場
下

安
田　

タ
ツ
子　
　

93　
　

福
島
３

有
川　

良
臣　
　
　

68　
　

広
瀬
12

森
原　

シ
ヅ
エ　
　

90　
　

秋
葉
通
り
１

分
領　

正
夫　
　
　

78　
　

府
中
昭
和

橘　
　

ぬ

子　
　

94　
　

園
田
団
地

木
佐
貫　

盛
二　
　

81　
　

向
花
平
田

四
元　

俊
夫　
　
　

85　
　

平
岡
団
地

西　
　

茂
男　
　
　

71　
　

新
川
９

袴
田　

榮
藏　
　
　

89　
　

中
福
良

◎
福
山
町

山
内　

涼
子　
　
　

50　
　

東
牧
之
原

川
井
田　

昭
二　
　

83　
　

小
廻

藤
山　

淑
子　
　
　

67　
　

六
村

坂
元　

敬
二　
　
　

86　
　

小
廻

原
田　

藤
一　
　
　

75　
　

磯
脇

折
田　

フ
ニ
子　
　

84　
　

東
牧
之
原

森
園　

マ
ル　
　
　

90　
　

小
廻

田
中　

ト
シ
子　
　

78　
　

西
牧
之
原

鈴
木　

ケ
サ
ミ
ツ　

99　
　

南
園

立
和
田　

セ
ツ　
　

88　
　

上
大
廻

岡
山　

武
二　
　
　

90　
　

池
之
谷

お
知
ら
せ

霧
島
市
名
誉
市
民

元 

溝
辺
町
長

有
馬 

四
郎 

氏　

死
去

（
写
真
９
行
）

４
月
８
日
（
木
）、有
馬
四
郎
氏
（
溝
辺
町

有
川
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
７
年

生
ま
れ
。
91
歳
。
昭
和
45
年
か
ら
昭
和
61
年

ま
で
溝
辺
町
長
を
４
期
16
年
間
務
め
、
平
成

３
年
に
は
県
民
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
空
港
開
港
に
向
け
た
地
区
民

と
の
対
話
、
優
良
農
地
確
保
の
た
め
の
土
地

改
良
事
業
、
竹
山
ダ
ム
の
建
設
、
上
水
道
整

備
な
ど
、
生
活
基
盤
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、﹁
創
造
・
感
謝
・
反
省
・
努
力
﹂

の
四
本
の
柱
を
持
っ
て
、
人
づ
く
り
に
重
点

を
お
き
、自
治
公
民
館
制
度
の
発
足
、上
床
公

園
の
整
備
な
ど
数
々
の
業
績
を
残
さ
れ
、
名

誉
市
民
の
称
号
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市長の交際費をお知らせします。

訃 報
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